
No. 分類 開催年月日 確認事項 回答，対応する資料等 対応状況

1 ヒアリング 2023.9.11

【審査会合資料】P4
所内常設直流電源設備（３系統目）の給電系統図中に主要な設備
が記載されているが，無停電電源装置の切替盤等，今回の申請対
象について設置場所含めて網羅的に整理して明示すること。

【補足説明資料 補足-15 P4～8】
【審査会合資料 P4～8】
本申請にて新設する設備について，所内常設直流電源設備（３系統目）の給電系統図
に記載しました。また，配置場所について説明資料を追加しました。

・9/28会合資
料に反映済み
・補足説明資
料は10/12回

答

2 ヒアリング 2023.9.11

【審査会合資料】P13
第1表の蓄電池負荷積み上げにおいて，運転時間540分に移動等を
考慮して1時間（60分）多く積み上げている旨を注記等で示すこ
と。

【補足説明資料 補足-15 P18】
【審査会合資料 P18】
表6-2表の蓄電池負荷積み上げにおける「負荷電流（Ａ）と運転時間（分）」の運転時
間540分部分に注記※2を付し，作業時間を考慮した時間の積上げであることを追記し
ました。

・9/28会合資
料に反映済み
・補足説明資
料は10/12回

答

3 ヒアリング 2023.9.11

【審査会合資料】P13
125V系蓄電池A系と同様に緊急用125V系蓄電池についても負荷の
積み上げを示すこと。

【補足説明資料 補足-15 P17】
【審査会合資料 P17】
表6-1として，125V系蓄電池A系とともに125V系蓄電池B系及び緊急用125V系蓄電池の負
荷容量を整理しました。

・9/28会合資
料に反映済み
・補足説明資
料は10/12回

答

4 ヒアリング 2023.9.11

【審査会合資料】P13
積み上げた負荷の運転時間と技術基準に要求される時間と整合し
ていることを記載すること。

【補足説明資料 補足-15 P18】
【審査会合資料 P18】
表6-2表の蓄電池負荷積み上げにおける「負荷電流（Ａ）と運転時間（分）」部分に注
記※1を付し，負荷切り離しに係る技術基準に要求される時間と整合していることを追
記しました。

・9/28会合資
料に反映済み
・補足説明資
料は10/12回

答

5 ヒアリング 2023.9.11

【審査会合資料】P14
(2)安全設備及び重大事故等対処設備が使用される条件の下にお
ける健全性の多重性又は多様性及び独立性並びに位置的分散にお
ける①自然現象に対する考慮の最後に記載されている「これらの
設計については，既設建屋については既工認により，特重施設に
ついては特重設工認による。」について，上段の文章との関係が
分かるよう適正化すること。

【補足説明資料 補足-15 P21】
【審査会合資料 P21】
「既設建屋については既工認により，特重施設については特重設工認による」こと
は，(2)安全設備及び重大事故等対処設備が使用される条件の下における健全性全般に
係る事項であるため，(2)の各項目の最後に総括する形で記載することとしました。本
件は(2)のほか(3)火災防護対策，(4)溢水防護対策，(5)耐震設計においても同様に適
正化しました。
また，併せて(3)，(4)については既工認及び特重設工認の設計方針から変更はなく，
新規性がないことを，(5)については既工認における類似の機器と同じ評価手法を適用
していることを追記しました。

・9/28会合資
料に反映済み
・補足説明資
料は10/12回

答
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6 ヒアリング 2023.9.11

【審査会合資料】P17
(3)火災防護対策の火災の発生防止における①所内常設直流電源
設備（３系統目）の火災の発生防止に記載の水素濃度検出器及び
空調機器がどの申請で行われているのか分かるように，他の申請
との関係について整理して示すこと。

【補足説明資料 補足-15 P33】
【審査会合資料 P33】
水素濃度検出器及び空調機器の申請については，令和5年5月31日付け発室発第39号を
もって申請した設計及び工事計画認可申請書（特定重大事故等対処施設の一部（火
災・溢水防護他）の申請）になります。P33の「参考2 今回工認に関連する設計及び
工事計画認可申請書の整理」にて全体を整理した資料を追加しました。
※水素濃度検出器及び空調機器の内容は，火災防護対策のうち，火災の発生防止に該
当。

・9/28会合資
料に反映済み
・補足説明資
料は10/12回

答

7 ヒアリング 2023.9.11

【審査会合資料】P25
P25の所内常設直流電源設備（３系統目）給電系統図において
も，No.1同様に今回新設する設備をハッチング等を行い凡例をつ
けて明確にすること。

【補足説明資料 補足-15 P30】
【審査会合資料 P30】
参考1図1の所内常設直流電源設備（３系統目）給電系統図に注記※を付し，今回新設
する設備を明確にしました。

・9/28会合資
料に反映済み
・補足説明資
料は10/12回

答

8 ヒアリング 2023.9.11

【審査会合資料】P17
(3)火災防護対策の火災の発生防止における①所内常設直流電源
設備（３系統目）の火災の発生防止に記載の空調機器の異常警報
の発報先，要員対応に関する記載は，本申請に係る事項を記載す
ること。

【審査会合資料 P22】
空調機器が異常により停止した場合の警報発報先及び対応要員について，本申請に係
る記載に修正しました。
※特重設工認の審査状況を踏まえて必要に応じて追加回答。

・9/28会合資
料に反映済み

9 ヒアリング 2023.9.11

【審査会合資料】P19
(4)溢水防護対策の④及び⑤に記載の溢水源として考慮すべき事
象について，既許認可を確認し④及び⑤だけで良いのか確認する
こと。

【補足説明資料 補足-15 P24】
【審査会合資料 P24】
溢水源としての考慮すべき事象としては，④の屋外タンクの破損による流入及び⑤の
地下水の流入以外に，安全系ポンプの放出ライン配管等の破損による流入，タービン
建屋からの流入があるため，これら溢水源を④として整理して記載を適正化しまし
た。

・9/28会合資
料に反映済み
・補足説明資
料は10/12回

答

10 審査会合 2023.9.28

【全体】
特重や火災感知器のBFなど，現在審査しているもの手戻りが発生
いないよう，他の審査案件と調整をしっかりとしていくこと。

11 ヒアリング 2023.10.12

【申請書】
第4-2図の公差値の許容範囲に対して，一部根拠としてJISが示さ
れているが,具体的なJISの規定内容を示すこと。

12 ヒアリング 2023.10.12

【補足説明資料】（資料1-3：P5）
設備の設置高さELに対して建屋の階数を併記すること。
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13 ヒアリング 2023.10.12

【補足説明資料】（資料1-3：P30）
「Kn」の用語・数値について,出典を確認して適正化すること。

【補足説明資料 補足-15 P17】
「Kn」の用語は，容量換算時間の記載が適切であるため，記載を適正化しました。ま
た，併せて参考文献の名称についても，記載を適正化しました。
数値は，蓄電池の放電電流，蓄電池温度，許容最低電圧などによる変化に対し，所定
の条件における容量に換算するための係数を記載しております。

10/16回答

14 ヒアリング 2023.10.12

【申請書（単線結線図（2/2））】
無停電電源切替盤（３系統目用）（3個）による電路の切替が遠
隔操作であることを示すこと。

15 ヒアリング 2023.10.16

【申請書】（資料1：P4）
無停電電源装置（３系統目用）の設定根拠に関する説明書の概要
における系統構成の説明について、設備仕様、設計内容が主体の
記載になっているため，適正化すること。また、他の設備につい
ても同様に展開して適正化すること。

16 ヒアリング 2023.10.16

【申請書】（資料1：P11）
125V系蓄電池（３系統目）の設定根拠に関する説明書にケーブル
の電圧降下を考慮していることが分かるよう記載を適正化するこ
と。

17 ヒアリング 2023.10.16

【申請書】（資料1：P4）
125V系蓄電池（３系統目）の設定根拠に関する説明書の表1-1
125V系蓄電池B系負荷における注記＊２のうち「また～」の文章
に記載の負荷電流について，同表の記載と整合するよう記載を整
理すること。

18 ヒアリング 2023.10.16

【申請書】（資料1：P19）
直流125V充電部（３系統目）の設定根拠に関する説明書の1.容量
の設定根拠に記載の（「負荷負荷」を適正化）すること。
また，P20の表1-1 において「負荷容量」と「負荷電流」が混在
しているので適正化すること。これら指摘は，資料全体に展開し
て確認すること。
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